
Design	Color	
Yellow	
R	249	G	190	B	0	

Orange	
R	236	G	108	B	0	

Pink	
R	230	G	49	B	120	

Lavender	
R	200	G	78	B	150	

Violet	
R	145	G	72	B	151	

Purple	
R	105	G	48	B	141	

Sky	Blue	
R	0	G	184	B	238	

Blue	
R	0	G	77	B	160	

Yellow	Green	
R	126	G	191	B	65	

Green	
R	0	G	157	B	98	

Turquoise	
R	0	G	176	B	168	

Dull	Tone	
Yellow	
R	186	G	142	B	0	

Orange	
R	177	G	79	B	0	

Pink	
R	174	G	31	B	91	

Lavender	
R	151	G	55	B	115	

Violet	
R	110	G	50	B	116	

Purple	
R	79	G	29	B	109	

Sky	Blue	
R	0	G	140	B	180	

Blue	
R	0	G	56	B	125	

Yellow	Green	
R	93	G	145	B	46	

Green	
R	0	G	121	B	74	

Turquoise	
R	0	G	134	B	128	

Brand	Color	
Ryukoku	Red	
R245	G0	B0	

Ryukoku	Gray	
R176　G191　B200	

Sub	Color	
Gray	
R113　G113　B113	

Blue	Gray	1	
R98　G122　B134	

Blue	Gray	2	
R150	G169	B179	

Blue	Gray	3	
R203	G213	B220	

Blue	Gray	4	
R229	G235	B238	

エビデンス・ベースト医療（EBHC）は、研究によ
る最善のエビデンスを知ることで、医療における意
思決定を行うものである。医者、看護師、関係する
専門家は、EBHCを適用するために、必要な知識と
技能を持つ必要がある。EBHCの訓練にeラーニン
グを使用することは増えてきている。 

ブレンド型学習は、医療従事者のエビデンス・ベーストの 
医療コンピテンシー（EBHC）を増進させる際に非常に効果的である 

 
 
学習しない場合と比較して、eラーニングはEBHC
に関する知識と技能を向上させるが、態度と行動は
向上させない。eラーニングと対面学習を比較した
際の結果に違いはない。eラーニングと対面学習を
組み合わせること（ブレンド型学習）は、EBHCに
関する知識、技能、態度、行動に対して有意な影響
を与える。 
 
 
本レビューの研究対象 
エビデンス・ベースト医療（EBHC）に含まれるの
は、知識のギャップに基づく言い回しに関する質問、
その問いに答えることのできる研究を探すこと、そ
の研究を批判的に評価し解釈すること、その結果を
応用しその過程を検査することである。eラーニン
グはいっそうよく用いられるEBHCの教育方法に
なっている。 
 
本レビューでは、医療専門家のEBHCに関するコン
ピテンシーを増進するためのEBHCのeラーニングの
有効性を評価する。主要評価項目はEBHCに関する
知識、技能、態度、行動である。 
 
レビューの対象となる研究 
適格となる研究は、ランダム化比較試験（RCTs）、
クラスターランダム化比較試験、非ランダム化比較
試験、前後比較研究、分割時系列研究であり、医療
専門家がEBHCに対する教育的介入を評価し、完全
に電子プラットフォーム上で行われたもの（eラー
ニングのみ）あるいは部分的に行われたもの（ブレ
ンド型学習）であり、学習しない場合、対面学習、
あるいは他のEBHCにおけるeラーニングと比較した
ものである。 
 

eラーニングはEBHCの知識と技
能を増進させるのに、そして対面
学習と組み合わせた際には、
EBHCに関する態度と行動を増進
させるのに有用なストラテジーで
ある。 

 
本レビューの目的 
このキャンベル・システマティック・レ
ビューでは、エビデンス・ベースト医療の
知識および実践を向上させる際のeラーニ
ングの有効性を調査している。 
 



Design	Color	
Yellow	
R	249	G	190	B	0	

Orange	
R	236	G	108	B	0	

Pink	
R	230	G	49	B	120	

Lavender	
R	200	G	78	B	150	

Violet	
R	145	G	72	B	151	

Purple	
R	105	G	48	B	141	

Sky	Blue	
R	0	G	184	B	238	

Blue	
R	0	G	77	B	160	

Yellow	Green	
R	126	G	191	B	65	

Green	
R	0	G	157	B	98	

Turquoise	
R	0	G	176	B	168	

Dull	Tone	
Yellow	
R	186	G	142	B	0	

Orange	
R	177	G	79	B	0	

Pink	
R	174	G	31	B	91	

Lavender	
R	151	G	55	B	115	

Violet	
R	110	G	50	B	116	

Purple	
R	79	G	29	B	109	

Sky	Blue	
R	0	G	140	B	180	

Blue	
R	0	G	56	B	125	

Yellow	Green	
R	93	G	145	B	46	

Green	
R	0	G	121	B	74	

Turquoise	
R	0	G	134	B	128	

Brand	Color	
Ryukoku	Red	
R245	G0	B0	

Ryukoku	Gray	
R176　G191　B200	

Sub	Color	
Gray	
R113　G113　B113	

Blue	Gray	1	
R98　G122　B134	

Blue	Gray	2	
R150	G169	B179	

Blue	Gray	3	
R203	G213	B220	

Blue	Gray	4	
R229	G235	B238	

本レビューは24の試験を含み、20のランダム化比
較試験と4の非ランダム化比較試験で構成されてお
り、参加者は全員で3825人であった。参加者は、
医師、看護師、理学療法士、医師助手、運動トレー
ナー、そしてあらゆる教育段階での専門家の集まり
である。研究には様々な介入が含まれた。 
 
 
本レビューにおける主要な結果 
学習しない場合と比べて、eラーニングのみの場合
はEBHCに関する知識と技能を向上させるが、態度
と行動は向上させない。いかなる主要評価項目の向
上においても、eラーニングのみの場合は対面学習
と同程度の効果でしかない。 
 
ブレンド型学習は、EBHCに関する知識、技能、態
度、行動を向上させる上で、学習しない場合よりも
優れているし、態度や行動を向上させる上で対面学
習よりも優れている。eラーニングのみの場合と比
べて、ブレンド型学習はEBHCに関する知識を向上
させる。アウトカムを向上させる上でeラーニング
のどの構成要素が効果的なのかは明確ではない。 
 
しかし、対象となる研究の質は中程度から低レベル
の範囲であり、個々の分析において対象となる研究
の数が少なく、全ての比較における結果が正確さと
一貫性に欠けるからである。結果を解釈する際には、
こうした欠陥を考慮する必要がある。 
 
 
本レビューにおける調査結果から得られる示唆 
単体であろうとブレンド型であろうと、EBHCに関
するeラーニングは、EBHCに関する知識と技能を向
上させる。eラーニングと対面学習を比較した場合、
結果に違いはない。ブレンド型学習はおおむね複数
の介入で構成されており、EBHCに関する知識、技
能、態度、行動を向上させる上で、他の種類の介入
と比較して効果的であるように思われる。 
 
これからの研究では、eラーニングの異なる構成要
素に焦点を当て、介入の全ての構成要素、教育的背
景、実施戦略についても十分に報告するべきである。 
 
 

 
 
 
本レビューの最新度 
本レビューの著者は2016年5月までに発表
された研究を探した。このキャンベル・シ
ステマティック・レビューは2017年3月に
発表された。 
 
キャンベル・コラボレーションとは 
キャンベル・コラボレーションは、体系的
なレビューを発表する、ボランティアによ
る非営利の国際研究組織である。我々は、
社会科学と行動科学におけるプログラムに
関するエビデンスを要約し、質を評価して
いる、我々の目的は、人々がよりよい選択
と政策決定を行うことを支援することであ
る。 
 
このサマリーについて 
このサマリーは、キャンベル・システマ
ティック・レビュー2017年4号に掲載され
たAnke Rohwer, Nkengafac Villyen 
Motaze, Eva Rehfuess, and Taryn 
Youngによる体系的なレビュー、「医療専
門家におけるエビデンス・ベースト医療
（EBHC）のeラーニング（DOI10.4073/
csr.2017.4）に基づきTarynYoung
（キャンベル・コラボレーション）により
作成された。本サマリーはTanya 
Kristiansen（キャンベル・コラボレー
ション）により編集・レイアウトされた。
本サマリーの作成に対するアメリカ調査協
会による経済的支援に関し付記する。 
 
 
 


